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型別 特　　　徴 直径（μm） 付図番号
1型
外周が単位膜構造，
熾狽ﾉは中電子密度
ﾌ微細物質が存在
0．3 2
II型
外周部が高電子密
x，内部は空虚また
ﾍ微細粒子構造
1．0 3，4．10
m型
粒状結晶が主体をな
ｷ，均質または層状
¥造
0．5～1．65，6，18，19
IV型
粒状結晶と針状結晶
ｪ混在，大型の構造
ｨ
0．7～3．87，8．9
V型
外周境界は不明瞭，
熾狽ﾉは多数の針状
居ｻ
0．8 20．24
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　この分類で1型の構造は，1層の単位膜をもち，
内部は中程度の電子密度でその直径は約300㎜
あり，小沢（1983）14）の報告した値とも一致するの
で，この構造物は基質小胞あるいはこれと類似の
ものであると考えられる．そして，Tominaga，　et
al．（1983）2°）の分類ではtype　M（medium
electron－opacity）に相当するものと思われる．
　II型の構造物は，　U－Pb二重染色によってその
外周部は電子密度が高く観察され，あたかも石灰
沈着をきたしたかの如き像を呈した．しかし無染
色標本においてはコラーゲン線維と同程度の電子
密度であること，およびEDSによる元素分析か
らCl，　Osおよび微量のSが検出されたものの，　P
およびCaはともに検出されなかったことから，
石灰沈着の可能性は否定された．しかし，微量な
がら石灰化に関係するSが認められたことは興
味深い．つまり一般的に石灰化部に存在するS
は，コンドロイチン硫酸のSと考えられており，
これと石灰化度は逆相関を示すことが報告されて
いるからである（杉岡，他，197416）；高田，他，
197417｝）．この構造物から検出されたClおよびOs
については，次のように考えたい．すなわち，Os
が試料の後固定剤に由来することは明らかであ
る．しかしClは，部位により検出量に変化がほと
んどないこと（例えぽ，球状構造物の外周部とコ
ラーゲン線維），およびその検出量が他の元素と比
較して多過ぎることなどから，微量ながら存在の
可能性はあっても，検出された全量がそのまま試
料自体のものであるとは考えられない．さらに無
染色切片の包埋樹脂（エポン812）のみの部分から
Clは全く検出されなかったのに対し，　U・Pb二重
染色した樹脂からはPbおよびUのピークより
高く検出された．従って，固定，脱水，薄切，お
よび染色等の過程に生じたコンタミネーションと
考えるのが妥当であろう．
　さてm型およびIV型の構造物については，　EDS
によっていずれもPとCaの高いピークが認めら
れ，明らかに石灰沈着の起っていることが確認さ
れた．この中で多くの構造物はその外周が電子密
度の高い層からなっていた（図5，6，8，9，18）．
これらはKim　and　Huang（1971）6｝が大動脈弁の
石灰化部にみた球状の構造物，すなわち外周部の
電子密度が高く，その内部に針状結晶あるいは桿
状結晶が内在したもの，同心円状に結晶が沈着し
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たものなどと類似したものであると思考される．
　今回とくにV型として分類した球状構造物内に
認められた針状結晶は，骨や歯牙などの硬組織に
おける基質小胞内に出現する針状結晶（小沢，
197511），198314）；Tominaga，　et　aL，198320））の発
現形態に酷似している．従って，この構造はこれ
らに類するものと思われる．なお今回は無染色標
本のみの観察のために，膜構造は明瞭でなかった
ものの，ある境界をもって針状結晶が成長してお
り（図20），EDSによる分析結果からPおよびCa
の存在が確認された．以上のことから，V型の構
造物は周囲の情況さえ整えば，多形性腺腫の間質
にみられる軟骨あるいは骨組織のように大きな石
灰化物の形成に関与するものと考えられる．
　硬組織の石灰化にはコラーゲン線維が大きく関
与しており，基質小胞性石灰化に続いて針状結晶
がコラーゲン線維上に成長することは周知の事実
である（Anderson，19671）；Thyberg，1974i9）；小
沢，他，1978i3）；川上，他，19793｝）．しかし，今
回の粘表皮癌の間質にみられた石灰化物にはt一と
くにコラーゲン線維との関連はみられなかった．
これは著者らが基底細胞腺腫で観察した石灰化物
（中村，他，19839））と同様で，この点は病的な石
灰化の特異性であることも想像される．
　以上を要するに，これらの構造物のうちの1型
は，基質小胞あるいはこれに類する構造物である
ことが推察され，HI～V型は，元素分析の結果か
ら1型の構造に石灰沈着が起ったものと理解され
た．なお，今回の検索ではこれら石灰沈着の母体
となる基質小胞様の構造の由来については明らか
にすることができなかった．これらについては，
今後さらに詳細に追究する予定である．
結 論
　低悪性型の粘表皮癌（24歳女性：MDC　O73－76）
の腫瘍間質にみられた種々の球状構造物を超微形
態学的に観察した．さらにこれらをEDSによる
構成元素の分析をも行ない，次の結論を得た．
　1．球状物は次の如く5型に分類することがで
きた．　　　　　　　　　　　　　’
　2．1型は単位膜により囲まれた電子密度の低
いもので，これは基質小胞と同様の役割を果す構
造であるものと考える．
　3．II型は外周の一層のみが電子密度の高いも
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ので，この構造は検索の結果，直接的には石灰沈
着の起っていないことが明らかにされた．
　4．nl型は粒状結晶が密にまたは同心円層状構
造として沈着したものである．
　5．IV型は粒状結晶と針状結晶が混在した構造
物である．
　6．V型は内部に針状結晶のみが成長したもの
である．
　7．III型とIV型からはともにPとCaが検出さ
れ，石灰化していることが確認された．
　8．V型はPとCaを含有しており，さらにその
形態からこの構造は石灰化開始期の基質小胞とほ
ぼ同様であると考えられた．
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図1　主としてコラーゲン線維からなる腫瘍間質にみられる，電子密度の高い球状構造物（矢印）．
　　　（U　－Pb，×9，500）
図2　単位膜によって囲まれた構造物．（U－Pb，×142，000）
図3　内部はほぼ空虚で，周囲がやや高電子密度を呈した構造物．（U－Pb，×48，000）
36 赤羽：粘表皮癌に関する電子顕微鏡的研究　第2報　石灰化物について
8
づ
鰍ジ嚇
☆セ’匂㌧亨　　《
∨　　　　　N　MF・
磨
鱗
爵
欝：
評：聯ピーコ’一
羅鑑一嚢1猷薫
”””
y
藁　，〔
a　　k
べv　　イ　　さ
　㎡㍉
　ζ
三嚢邊
　き⊇’r遥．逼
5鋳難
違鶯。。鞭麟灘．
9
パ　；
犠．z／
　ゴ　　　続・’，
　　　お　　’　　　　　nVtぺ．・ぺ
1．sノ㌔’
・z　．，・ @，
ぎ種・
鍵　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
図41内部中央に微細な粒子のみられる不定形の構造物．（U－Pb，×41，000）
図5：高電子密度の粒状結晶を容れた層状構造物．（U－Pb，×33，000）
図6：粒状結晶の集合した構造物．（U－Pb，×60，000）
図7：放射状に配列した針状結晶により囲まれた構造物．（U－Pb，×37，000）
図8：内部に針状結晶を容れた構造物．（U－Pb，×82，000）
図9：放射状に配列した針状結晶が大きく（直径約3，8μm）成長した構造物．（U－Pb，×16，000）
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　　図10　：周囲がやや電子密度の高い構造物で，中央部には微細な粒子の集合がある．（U－Pb，×64，000）
　　図11：図10と同様な構造物の無染色像．その電子密度は，かなり低い．（×48，000）
　　図12：図10，a点の定性分析スペクトル．　　図13：図10，　b点の定性分析スペクトル．
　　図14．図10の切片における包埋樹脂（エポン812）のみの部分の分析結果．
　　図15二図11，a点の定性分析スベクトル．　　図16：図11，　b点の定性分析スペクトル．
　　図17：図11の切片における包埋樹脂（エポン812）のみの部分の分析結果，
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図18：粒状結晶により構成された構造物．（無染色，×33，000）
図19：層状構造を呈した構造物．（無染色，×129．000）
図20：中心の針状結晶は，不明瞭な境界（矢印）によって囲まれている．（無染色，×82，000）
図21：図18，a点の定性分析スベクトル．
図22：図19，b点の定性分析スペクトル．
図23：図20，c点の定性分析スペクトル．
松本歯学　10（1）1984 39
6．田6
詰 P4Fi5性V．E、C．じ←STR
璃F〔5＝tG24　　5．i29
：㎜
27 P5F15　W．E．C、　UNト5τn
VFS＝1匹≧4　　5．協
VFS＝iM4　　5．偽
tfl　t5田．E．C－U←STH
∵㌻蜉x
ち欝幾い
建
．tt・
礁
。蜘
＿．
ﾙ．蓑
図24：粒状および針状の結晶よりなる構造．（無染色，x64，000）
図25：粒状結晶（図24・a点）の定性分析スベクトル．図26：針状結晶（図24・b点）の定性分析スペクトル．
図27：コラーゲン線維を主体とした間質（図24・c点）の定性分析スペクトル．
図28：周囲とその中央部が高電子密度を示す構造㈲と，針状結晶が密な構造（B）が認められる．（U－Pb，×19．000）
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図29：図28の枠内（A）のSTEM像と，
図30：図29のPの面分析結果．
図31：図29のCaの面分析結果．
図32：図30と31の合戎像．
＊印部におけるPとCaの線分析結果．（U－Pb，×50．000）
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図33：図28の枠内（B）のSTEM像と，
図34：図33のPの面分析結果．
図35：図33のCaの面分析結果．
図36：図34と35の合成像．
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＊印部におけるPとCaの線分析結果．（U－Pb，×50、OOO）
